
噌F

」司土ーιヘ人

5
月
9
日
「
こ
ど
も
未
来
館
」
ガ
い
こ
い

の
里
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
未
来
館
」
は
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
や
人

類
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
で
き
る
知
識
と
経

験、

ど
の
よ
う
怠
困
難
に
も
立
ち
向
か
え
る

心
と
体
を
養
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
怠
遊
ひ
や
、

世
代
間
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
伝
統
文
化
、

自
然
科
学
の
体
験
を
通
じ
て
、
健
全
に
成
長

で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

市
歳
以
下
の
子
ど
も
さ
ん
は
町
内
、
町
外

を
問
わ
す
自
由
に
、
ま
た
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

お
孫
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
遊
び
に
行
か
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

te車道49号線
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直
園
川
恒
印
刷
閉
阿

祝岡垣町情報プラザ人の駅落成〈

5
月

1
日
開
館
し
ま
し
た
〉

木原議長

住民と行政‘が

一体となった

即づく F り

平
成
時
年
第
一
固
定
例
会
が
、
平
成
日
年
3
月
2
日
か
ら
幻

日
ま
で
の
幻
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
3
月
定
例
会
で
は
、
同
年
度
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
吉
田
滋
青
少
年
健
全
育

成
基
金
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、
職
員
の
定
数
条
例
、
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
整
備
な
ど
議
案
幻
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
品
海
老
津
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
、
道
の
駅
の
整
備
、
中
学
校
給
食
施
設
整
備
な

ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

a ...__ 



総
額

1
7
7億
7
、

6年度一般会計予算〉く平成 1

6
0
0
万
円

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
か
し
ま
す
。

自
主
財
源

町税

23億9，224万円 ('29.:0%')

民生費

19~昔、3;Q78万円 ( 23 .4% )

地方交付税

20億6，233万円 (25.0%) 

諸収入

1億532万円

(1.3%) 

繰越金

1億5，000万円

(1.8%) 
その他の自主財源

2億773万円
(2.6%) 

依

国庫支出金

4億8，859万円
(5.9%) 

県支出金

3倍、4，039万円

(4.1%) 

地方消費税交付金

1億9，000万円
(2.3%) 

消防費

3億7，703高r1J 

(4.6%) 

2摘淵劇叩一意訂即町叩7け問叩7η加r2却O

' 
農林水産業費

2億8，330万円 (3.4%)

その他

2億9，938万円 (3.6%)

平成16年度会計別予算

会計名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率

一般会計 82億4，100万円 76億8，400万円 5億5，700万円 7.2 

〈一般会計実質(H7・8減税補てん債除く)) (77億8，130万円) (76億8，400万円) (9，730万円) (1.3) 

国民健康保険事業 28億2，277万円 26億5，451万円 l億6，826万円 6.3 

特 老人保健事業 37億9，834万円 37億2，247万円 7，587万円 2.0 

AB計zz U 、 住宅新築資金等貸付事業 424万円 428万円 ム4万円 ム1.1

公共下水道事業 17億9，636万円 18億1，483万円 ム1，847万円 ム1.0

農業及ぴ漁業集落排水事業 1億6，817万円 5億7，861万円 ム4億1，044万円 ム70.9

水道事業会計 9億4，515万円 7億9，805万円 1億4，710万円 18.4 

メ口込 計 177億7，602万円 172億5，675万円 5億1，927万円 3.0 



例iii(同定例会 ) 

間 議案議決糊j(
可
決
)

O
記
号
式
投
票
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

O
岡
垣
町
附
属
機
関
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
可
決
)

O
岡
垣
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

O
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

(
可
決
)

O
岡
垣
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

O
岡
垣
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

O
岡
垣
町
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

O
岡
垣
町
漁
港
管
理
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

O
岡
垣
サ
ン
リ
l
ア
イ
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

(男女共同参画で久留米市を視察)

O
岡
垣
町
男
女
共
同
参
画
i
と

も
に
支
え
あ
い
、
と
も
に
輝

く
j
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

(
可
決
)

O
岡
垣
町
こ
ど
も
未
来
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
6
号
)

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第
2
号
)

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
農
業
及

ぴ
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

O
平
成
日
年
度
岡
垣
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

O
平
成
四
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
予
算

(
賛
成
多
数
可
決
)

O
平
成
四
年
度
岡
垣
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

(
可
決
)

O
平
成
時
年
度
岡
垣
町
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
予
算(

可
決
)

O
平
成
同
年
度
岡
垣
町
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算

(
可
決
)

O
平
成
同
年
度
岡
垣
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

(
可
決
)

O
平
成
四
年
度
岡
垣
町
農
業
及

ぴ
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算

(
可
決
)

O
平
成
問
年
度
岡
垣
町
水
道
事

業
会
計
予
算

(
可
決
)

O
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て

(
可
決
)

O
岡
垣
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

(
可
決
)

O
(
仮
称
)
岡
垣
町
駅
前
情
報

セ
ン
タ
ー
及
び
岡
垣
町
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
整
備
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
(
報
告
)

a 
(漁業活性化で県漁業栽培センターを視察)



住
民
の
健
康
づ
〈
り

国

平
成
主
・
に
健
康
増
進
法

が
施
行
さ
れ
、
市
町
村
の
役
割

と
責
任
が
明
確
に
な
っ
た
が
、

町
長
の
基
本
的
認
識
と
対
応
は
。

園

法
に
基
づ
き
、
住
民
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
健
康
づ
く
り
の

重
要
性
を
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

国

今
後
の
健
康
づ
く
り
に
は

圏:.1.4，ロ

国

公
共
施
設
の
全
面
禁
煙
は

大堂

国

当
面
は
分
煙
方
式
で
対
応

早
急

み
ち
自
由
な
お
金
)
な
ど
各
町

の
違
い
を
グ
ラ
フ
化
し
た
う
え
、

数
値
で
表
示
し
説
明
し
た
。

(
比
年
度
資
料
)
今
後
は
で
き

る
限
り
新
し
い
数
値
を
使
用
し

た

u
。

財
政
が
厳
し
い
中
、
経
費
削
減
を

田

町
職
員
互
助
会
へ
一
千
四

九
万
五
千
円
を
補
助
し
て
い
る

が
、
財
政
が
厳
し
い
中
、
自
ら

見
直
し
を
計
る
べ
き
だ
が
ど
う

る
が
全
区
に
拡
大
し
て
い
く
考

え
は
。

国

3
カ
年
計
画
で
実
施
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
成
果
や
問
題

点
な
ど
を
整
理
し
て
検
証
の
う

え
検
討
し
て
行
き
た
い
。

田

町
は
自
然
と
の
調
和
を
町

づ
く
り
の
理
念
と
し
て
お
り
山

や
海
を
活
か
し
た
遊
歩
道
を
整

備
す
べ
き
と
思
う
が
。

カ園

町
が
職
員
の
健
康
増
進
の

事
業
が
直
接
で
き
な
い
の
で
、

職
員
互
助
会
へ
一
定
の
補
助
を

行
な
っ
て
い
る
。
互
助
会
は
1

日
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
郡
内
4
町
職
員
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
行
な
っ

て
い
る
。

町
内
公
共
交
通
で
住
民
の
足
の

確
保
と
凋
海
老
津
駅
に
エ
レ
ベ
1

園

遊
歩
道
に
つ
い
て
は
内
浦

か
ら
湯
川
に
抜
け
る
遊
歩
道
、

山
田
の
一
丁
堤
、
い
こ
い
の
里

周
辺
な
ど
を
有
効
に
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

園

町
の
公
共
施
設
で
の
受
動

喫
煙
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が

全
面
屋
内
禁
煙
を
実
施
す
る
考

え
は
。

国

当
面
は
分
煙
方
式
で
対
応

し
た
い
。

こ
ど
も
来
来
館
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

固

5
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
が

職
員
と
管
理
費
は
ど
う
な
る
の

和男

タ
ー
の
設
置
を

国

道
路
運
送
法
の
改
正
で
、

路
線
か
ら
の
撤
退
に
伴
う
代
行

運
転
を
西
鉄
パ
ス
宗
像
に
委
託

し
て
い
る
。
こ
の
問
題
で
住
民

の
足
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

関
係
事
業
者
や
住
民
の
代
表
を

交
え
て
、
協
議
会
等
で
十
分
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
旨
、
昨
年

の
3
月
議
会
で
提
案
、
ま
た
9

月
議
会
で
も
四
海
老
津
駅
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
と
と

も
に
再
度
要
請
し
て
い
た
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

園

通
勤
・
通
学
者
、
遠
距
離

方債町財約化 圏 て略 国町 『司
交残 ・ 基 政 五し い・ 民 1回・
付高金状百て各る況合 へ一一 |園田
税(残況人説町のの併 財~

白日制問で費量 禁固|工JRS 
2空星電号セ護 員て 君に本I ~主{

及額遠‘ 説 I~ 2!- ? 
るぴ)賀象五 を に民 明 JR年I

r、七;
告一定?尺思話 完高 をと度11津 j

協で|タ駅;
議予]の 3進区進 国 握心健 固 い住

1 3 こ民モ
算段 ! あがデ緑なし体高ニの

化|置 jす孟主主てて写特??
叫ほ i葉左差 EE襲j芸22

~ I ~ をつ!~地しニをの竺合
号 挙て空域た l施中ちつ
告 げ事事保いズ策で 3た
立 て業 E健 。 を の の 主 新
長 い推代推 把中保 M。し

通 園 願 ニ 固 F担を老らリは公運保通 1
体 いテ 同金 2 津な!な共行す学 守
系当しイ住けを基駅い化く交業る児 S
整面た l民て予設構。も、通務た童 吉
備はいパ要 JR算置内平推施はをめ等 主
の岡。ス望 主化すに成進設路継にの Z
策垣 等も砲しるエ 16 し等線 続、交 X
定町 のあ事、たレ年なの確す昨通 2
にの 勉る主早めベ度けパ保る年手 そ
職公 強 コ害期の l にれリだ 。 同 段 号
員共 もミ?設町タはばアけま様を B
と交 おユ匂置負 l 海なフで たに確 立

竹内

カ国

常
勤
の
町
職
員
と
登
録
職

員
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対

応
し
、
年
間
管
理
費
は
約
二
千

二
百
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

固

住
民
か
ら
「
愛
さ
れ
る
施

設
」
と
な
る
た
め
に
は
、
住
民

の
協
力
が
何
よ
り
重
要
だ
と
思

λ
ノ
A
N

。

国

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者

等
と
の
協
働
に
よ
る
運
営
態
勢

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

国

利
便
性
の
向
上
を
図
る
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

て通 Eヨ
対体 一
応系計
し整画
て備し
い法て
きのい
た実る
い行
。を公
早共
め交

と
も
に
全
力
で
取
り
組
む
。
ま

た、

4
町
合
併
と
な
れ
ば
、
そ

う
言
う
形
も
十
分
勉
強
し
て
い

か
な
け
れ
ば
住
民
福
祉
の
向
上

に
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
勉

強
等
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
重

ね
て
行
き
た
い
。

自分のための健康づ くり
急な階段は高齢者にとって大変

早期にエレベーター設置を



税
金
を
使
う
の
は
お
か
し
い
。
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

交
際
費
と
は
身
内
に
使
う
も
の
る
。

で
は
な
く
、
外
部
と
の
折
衝
に

国

情
報
公
開
制
度
を
活
用
す

使
わ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
。
る
こ
と
が
で
き
る
。

固

私
の
会
費
と
し
て
出
し
て
合
併
問
題
に
つ
い
て

交

際

費

の

適

正

、

透

明

な

使

わ

て

ら

れ

る

。

の

で

は

な

い

の

か

。

い

る

。

内

部

と

は

い

え

交

際

費

国

合

併

し

な

い

場

合

、

検

討

れ

方

を

求

む

園

支

出

基

準

は

妥

当

性

が

あ

園

年

に

一

度

の

議

会

と

の

懇

と

し

て

支

出

で

き

る

規

定

が

あ

し

て

お

く

べ

き

具

体

的

重

要

課

国

交
際
費
か
ら
町
四
役
、
議
る
。
町
政
に
対
し
功
労
さ
れ
て
親
会
、
行
政
運
営
上
の
政
策
等
る
。
公
務
の
一
環
と
し
て
支
出
題
は
何
か
。

員
の
弔
慰
金
と
し
て
十
万
円
の
こ
ら
れ
、
社
会
通
念
上
認
め
ら
を
論
ず
る
場
で
あ
り
、
町
づ
く
し
て
い
る
。

国

第
4
次
総
合
計
画
の
推
進

支
出
基
準
が
あ
る
。
郡
内
の
他
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
も

固

な
ぜ
監
査
が
な
い
の
か
。
と
行
財
政
の
効
率
化
で
あ
る
。

の
3
町
と
比
較
し
て
も
突
出
し
見
な
お
す
必
要
は
な
い
。
の
で
あ
る
。

園

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
監

国

財
政
面
だ
け
が
課
題
か
。

て
お
り
住
民
感
覚
か
ら
か
け
離

固

年
末
の
議
員
と
執
行
部
の

固

職
員
の
お
疲
れ
会
に
毎
回
査
を
受
け
て
い
る
。
人
材
の
育
成
が
一
番
大
切
な
の

れ
て
い
る
。
十
万
円
あ
れ
ば
各
懇
親
会
に
十
万
円
支
出
さ
れ
て
一
万
円
を
寸
志
と
し
て
支
出
さ

固

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
等
で
交
際
で
は
な
い
の
か
。

小
学
校
に
二
万
円
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ

1
2
0
(参
加
者
は
一
人
八
千
れ
て
い
る
。
町
民
の
た
め
に
仕
費
の
公
号
し
て
は
ど
う
か
。

固

い

つ

の

時

代

も

人

材

を

活

/

チ
ャ
ー
な
ど
教
育
的
費
用
に
充
円
を
出
し
て
い
る
)
お
か
し
い
事
を
し
て
い
る
職
員
に
町
民
の
宗
像
市
で
は
一
階
の
ロ
ビ

l
で
用
し
な
が
ら
町
づ
く
り
を
推
進

。、
d
白，
b

白、
d
o
，b
白、A
x
y
b
o
、d
a
，b
白、d
白1
0
0

、d
o
，b
白、d
白，
b
o
、d
白，
hxv
、d
白，b
o
、d
白，b
白、d
白，b
o
、A
x
y
b
o
、d
白，b
o
h
芯，
b
o
、d
白，b
o
、d
白，
b

白、
d

白，ι
x
v
、。内
'
b
白、
d

白，b
p
d
o
，b
o
、d
o
，b
o
、d
o
，b
o
、.0
白，b
o
、A
x
y
b
o
、d
白，
b
o
、d
a
，b
白、
d
o
，b
o
、d
白，
b

白、d
。，
b
o
、d
o
，b
o
、。

合

併

問

題

に

つ

い

て

で

、

都

市

構

造

や

新

市

庁

舎

の

て

頂

き

た

い

。

字

の

予

測

と

説

明

さ

れ

た

が

。

増

加

し

て

い

る

。

固

合
併
協
議
の
場
で
最
低
譲
位
置
に
関
し
て
臨
ん
で
い
く
。
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

園

田
保
税
は
平
成
8
年
度
に
こ
の
上
に
国
保
税
を

れ
な
い
も
の
は
何
か
。
合
併
協
で
の
可
否
の
前
に
住
い
て
も
そ
の
姿
勢
で
行
く
の
か
。
税
率
の
引
下
げ
を
行
な
い
現
在
上
げ
る
と
一
層
実
態
が

固

合
併
は
住
民
福
祉
向
上
の
民
説
明
会
と
住
民
投
票
を
視
野

園

行

く

の

で

は

な

く

、

行

か

に

至

っ

て

い

る

。

悪

化

す

る

が

、

低

所

得

た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
に
入
れ
た
住
民
意
向
把
握
を
し
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
医
療
費
が
増
大
し
、
国
世
帯
へ
の
配
慮
は
考
え

は

な

い

。

て

い

く

。

あ

の

場

所

が

岡

垣

町

の

発

展

保

財

政

を

圧

迫

し

、

平

成

日

年

て

い

る

の

か

。

合
併
協
議
に
臨
む
岡
垣
町
の

固

そ
の
考
え
方
は
そ
の
通
り
に
な
り
、
合
併
し
て
も
発
展
す
度
も
赤
字
が
予
測
さ
れ
る
。

圏

不
況
に
よ
る
リ
ス

基
本
姿
勢
は
、
財
政
効
率
化
と
だ
と
住
民
の
多
く
が
思
っ
て
い
る
拠
点
で
、
絶
対
譲
れ
な
い
場
決
算
を
見
な
が
ら
税
制
改
正
ト
ラ
や
高
齢
者
の
増
加

と

も

に

、

新

市

建

設

計

画

に

新

る

。

所

と

思

っ

て

い

る

。

を

、

国

民

健

康

保

険

運

営

協

議

で

、

低

所

得

者

世

帯

は

市
と
し
て
の
発
展
性
を
折
り
込
そ
れ
が
譲
れ
な
い
も
の
と
し
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
会
に
諮
問
し
た
い
。
年
々
増
加
し
て
い
る
。

む
事
が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
て
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

固

国
保
会
計
の
見
込
み
は
赤
そ
の
結
果
に
よ
り
、
平
成
問
国
保
税
の
改
正
を
す
る

日

保

税

の

低

所

得

者

へ

の

年

度

に

お

い

て

税

制

改

正

を

検

場

合

は

、

低

所

得

者

へ

匝

幽

記

号

む

討

す

る

。

の

配

慮

を

し

つ

つ

、

軽

i

」
唱

Il目
ー

ー

I

l

l

i

-

-

-

-

-

I

l

l

i

-

-

園

田
保
の
実
態
は
国
保
税
の
減
割
合
を
決
定
し
た
い

圏

軽

減

割

合

を

考

え

て

い

る

滞
納
世
帯
の
増
加
、
資
事
証
・
と
考
え
て
い
る
。

E
E
E

短
期
保
険
証
の
発
行
が
、
年
々

固

ホ
ー
ム
ベ
l
ジ
で
交
際
費
の

公
開
を

国

西田 陽子

情
報
公
開
制
度
を
利
用

弘平山

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

合併についての協議は夜遅くまで続く



国
の
お
し
つ
け
合
併
(そ
の
3
)

固

4
町
の
行
財
政
比
較
は
合

併
を
考
え
る
基
礎
認
識
と
し
て

重
要
で
あ
る
。
今
国
会
に
政
府

が
合
併
期
限
延
長
の
新
合
併
法

案
を
提
出
し
た
事
で
押
し
付
け

の
本
音
が
は
っ
き
り
し
た
。

国
の
政
策
失
敗
に
よ
る
七
百

兆
円
の
赤
字
財
政
を
地
方
に
押

し
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
一
方

で
は
交
付
金
、
補
助
金
の
削
減
、

縮
小
、
税
源
移
譲
の
先
送
り
な

ど
地
方
自
治
体
の
財
政
危
機
に

拍
車
を
か
け
て
き
て
い
る
。

4
町
合
併
の
先
行
き
が
不
安

で
あ
る
。

4
町
は
地
域
の
特
性
と
歴
史

を
持
ち
、
各
町
は
行
政
の
状
況

が
あ
る
。
行
財
政
の
比
較
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

光利

固
協
議
事
項
は
多
数
決
で
決
定
か

圏

各
町
の
町
づ
く
り
基
盤
整

備
面
で
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

町
の
姿
勢
は
第
4
次
総
合
計
画
、

4
町
新
市
建
設
計
画
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
基
本
に
し
て
協

議
、
判
断
の
是
非
を
考
え
て
行

J
ε

、。
国間合

題併
来 に協
年つ識
3 い会
月 て の
の多
合 数
併 決
期 方
日 式
か の

細川

園

出
席
委
員
の

三
分
の
こ
で
決
定

ら
逆
算
し
て
多
数
決
に
流
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

例
を
上
げ
る
と
、
議
員
任
期

を
合
併
後
2
年
間
延
期
す
る
こ

と
を
多
数
決
で
決
定
し
た
。
財

政
危
機
を
主
張
し
な
が
ら
2
年

間

η
名
定
数
を
決
め
る
こ
と
は

大
問
題
で
あ
る
。
定
数
三
十
名

と
比
較
す
れ
ば
議
会
費
だ
け
で

2
年
間
四
億
円
以
上
の
無
駄
遣

い
に
な
る
。

町
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
向
上

を
優
先
的
に
考
え
て
審
議
を
も
っ

と
深
め
る
べ
き
で
あ
る
。
安
易

に
多
数
決
に
流
れ
る
と
法
定
協

住
民
投
票
は
住
民
の
利
益
に

つ
な
が
る
と
思
う
が

園
固

さまざまな議題について協議が行なわれている

そ
の
と
お
り

合
併
問
題
に
つ
い
て

田

町
長
は
住
民
説
明
会
と
住

民
意
向
調
査
・
把
握
の
必
要
性

に
つ
い
て
発
言
し
て
き
て
い
る
。

明
確
な
態
度
表
明
が
必
要
な
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
ど
う

カ国

住
民
説
明
会
と
住
民
意
向

調
査
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議

会
の
可
否
の
判
断
を
す
る
前
に

実
施
す
べ
き
と
の
考
え
に
か
わ

り
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
手

法
、
時
期
に
つ
い
て
は
他
の
3

町
と
の
調
整
も
必
要
だ
し
、
今

後
議
会
と
も
協
議
の
上
、
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
の
合
併
協
議
会
の
審
議
状
況

か
ら
す
る
と
事
務
事
業
の
調
整

が
進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
私
と
し
て
は
今
少
し

協
議
の
状
況
を
見
極
め
、
情
勢

を
把
握
し
、
手
法
、
時
期
を
決

議
会
の
決
定
事
項
を

町
民
に
納
得
で
き
る

説
明
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
の
か
。

園

議
事
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
を
原

則
と
し
、
た
だ
し
意

見
が
分
か
れ
、
調
整

が
つ
か
な
い
場
合
は

会
長
の
判
断
に
よ
り

出
席
委
員
の
三
分
の

こ
以
上
を
も
っ
て
決

定
す
る
規
則
を
定
め

て
い
る
。

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

固

3
町
と
の
協
議
を
す
る
に

し
て
も
町
長
と
し
て
の
構
え
も

い
る
。
ど
う
い
う
構
え
で
協
議

に
臨
む
考
え
な
の
か
。

園

3
町
と
の
協
議
も
あ
り
ま

す
が
、
住
民
意
向
調
査
を
岡
垣

町
独
自
の
方
法
も
含
め
ま
し
て
、

議
会
と
協
議
し
な
が
ら
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

固

樋
高
町
長
は
合
併
協
議
会

合併に関心を示す多くの傍聴者

で
合
併
の
可
否
の
ま
と
め
を
す

る
前
に
住
民
説
明
会
と
何
ら
か

の
住
民
意
向
調
査
を
行
な
う
考

え
を
議
会
答
弁
だ
け
で
は
な
く

出
前
講
座
で
も
住
民
に
説
明
し

て
き
て
い
る
し
、
住
民
意
向
調

査
の
中
に
は
住
民
投
票
も
含
ま

れ
る
事
も
言
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
四
月
議
会
で
は
「
合
併

で
住
民
投
票
の
実
施
は
住
民
の

利
益
に
つ
な
が
る
」
と
答
弁
し

て
い
る
。
住
民
か
ら
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
要
望
も
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え
て
結
論

を
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

園

そ
の
と
お
り
で
す
。

B‘ 



!一般質問|委員会制度~

固

ふ
れ
あ
い
農
園
の
有
効
活
用
は

子
ど
も
達
の
遊
び
場
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行

な
う
事
業
と
し
て

ー
、
育
児
不
安
等
に
つ
い
て
の

相
談
指
導
(
出
張
相
談
所
や

電
話
相
談
を
含
む
)

2
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育

成
・
支
援

3
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
づ
く
り

4
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の

収
集
及
び
提
供

5
、
特
別
保
育
事
業
の
実
施

園

館る 自 そ固エこ
の 手 の ン
建段子支子 ゼも
設と育援育 }j，未
をしてにて ブ来
行て支つ支 ラ 館
な、援い援 ン の
つ子のての に事
たど充(/)ニ つ業
。 も実考 l い運
未をえズ て営
来図弓と と

議会のひろ"

恵子矢島

1 .議会運営委員会とは

円滑な議会の運営を期するために、議会運

営の全般について協議し、意見調整を図る場

として設置された委員会です。

①会期の決定、議事日程の作成などの議会

の運営に関すること

②議会の委員会条例、会議規則等に関する

こと

③ 議案、請願、陳情、決議の審査など

(
一
時
保
育
等
)

固

こ
ど
も
未
来
館
の
屋
外
環

境
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

園

こ
ど
も
未
来
館
開
館
後
の

ふ
れ
あ
い
農
園
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
、
協
議
調
整
を
行
な
っ
た

う
え
で
来
館
者
と
ボ
ラ
ン
テ
午

ア
等
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、

よ
り
良
い
活
用
を
図
っ
て
行
き

た

u
。

公
共
交
通
機
関

(
パ
ス
等
)
の

計
画
に
つ
い
て

国

公
共
交
通
機
関
実
施
計
画

の
遅
れ
と
見
通
し
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

国

公
共
交
通
体
系
整
備
計
画

2.常任委員会とは

所管する事務および議案、請願・陳情等の

審査を行うため、条例で定めた常設する委員

会です。

委員会数は人口基準により異り、町村の場

合は 4以内とされています。

議員は 1つの常任委員しかなれません。当

選後の初議会において選任されます。

当町では総務常任委員会、文教厚生常任委

員会、経済建設常任委員会の 3委員会が設置

されています。 の
策
定
に
あ
た

り
、
ア
ン
ケ
l

h
ゐ
ぷ
a

ン
タ
ピ
ュ
l

調
査
に
よ
る
基

礎
資
料
の
収
集

r
A引

を
行
な
い
学
識

経
験
者
、
住
民

代
表
、
各
種
団

rh
川
・

体
、
交
通
事
業

者
、
議
会
等
の

a

メ
ン
バ
ー
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

を
開
催
し
、
現
状
の
交
通
体
系

の
問
題
点
・
課
題
等
を
聴
取
し
、

岡
垣
町
に
適
し
た
交
通
施
策
の

方
自
恒
と
具
体
的
な
麗
県
メ
ニ
ュ
ー

、
行
政
及
び
利
用
者
の
費
用
負

担
、
実
施
効
果
等
を
検
討
し
、

白

q
h
E
d
p
a
q
bpb
d
F
a
J
F白
ず

L
E
q
L
E
q
h
E
d
pぬ
q

本
年
度
中

の
策
定
を

目
指
し
取

り
組
ん
で

い
る
。

3.特別委員会とは

特別委員会は議会の議決により、特定の案

件を審議するために設置される委員会です。

審議が終?了すると特別委員会は消滅します。

当町では合併に関する調査特別委員会、中

心市街地活性化に関する調査特別委員会、中

西部地域観光開発に関する調査特別委員会の

3委員会が設置されています。 急がれる公共交通体系の整備

⑬
ー@
ー@
ー@

青
春
の
譜

平
均
寿
命
が
ま
す
ま
す
延
び
て
お
り
、
日

本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
。

人
の
一
生
に
は
節
目
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
青
春
時
代
と
は
人
生
の
或
る
期
間

を
言
う
の
で
は
な
く
、
心
の
様
相
を
表
現
す

る
言
葉
と
し
て
、
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
常
識
化
し
て
い
る
。

優
れ
た
創
造
力
・
逗
し
き
意
思
・
炎
ゆ
る

情
熱

・
怯
矯
を
却
け
る
勇
猛
心
・
安
易
を
振

り
捨
て
る
冒
険
心
・
こ
う
言
う
心
の
様
相
を

「
青
春
」
と
言
う
の
だ
と
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
は
本
に
書
い
て
い
る
。

私
も
同
感
の
至
り
で
・
六
十
歳
を
越
え
た

今
日
で
も
人
生
訓
と
し
て
大
切
に
し
て
努
力

中
で
あ
る
。

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
。

理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い
が
く
る
。

歳
月
は
皮
膚
の
し
わ
を
増
や
す
が
、
情
熱

を
失
う
時
に
精
神
は
し
ぼ
む
。

年
は
七
十
で
あ
ろ
う
と
十
五
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
胸
中
に
抱
き
得
る
も
の
は
何
か
。

自
然
や
社
会
の
微
妙
な
変
化
を
心
に
し
っ

か
り
刻
み
込
み
、
感
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

こ
そ
人
生
で
も
っ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。
た

ゆ
ま
ぬ
自
己
研
鎖
・
理
想
を
求
め
る
情
熱
そ

し
て
感
性
の
高
揚
へ
の
心
掛
け
を
持
ち
続
け

る
限
り
、
人
生
は
青
春
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

い
つ
ま
で
も
「
青
春
」
で
過
し
た
い
と
願

う
の
は
、
人
間
と
し
て
の
共
通
の
欲
求
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
・
:
。
(
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